
環境に関する市民意識調査

□調査期間 令和７年１０月２０日～３１日

□調査の趣旨 　
□対象者数 1,533 人（令和７年１０月２０日現在）

□回答者数 946 人

□回答率 61.7 ％

（図および表中の比率は、少数点第２位を四捨五入して表示しています。したがって、内訳を合計しても１００％に合致しない場合があります。）

【Q１】まずは、モニター情報を教えてください。

【職業】

内訳 人数 ％

会社員 351 37.1

自営業 57 6.0

農林水産業 8 0.8

パート・アルバイト 211 22.3

専業主婦（夫） 187 19.8

学生 5 0.5

無職 106 11.2

その他 21 2.2

合計 946 99.9

【年齢】

内訳 人数 ％

１０歳代 1 0.1

２０歳代 26 2.7

３０歳代 167 17.7

４０歳代 240 25.4

５０歳代 235 24.8

６０歳代 175 18.5

７０歳代 75 7.9

８０歳以上 27 2.9

合計 946 100.0

「第３次和歌山市環境基本計画」が令和８年度末で満了するため、次期計画に向けた基礎調査として、市民の皆様方のお
考えなどをお聞かせいただければと思います。
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【性別】

内訳 人数 ％

男性 337 35.6

女性 599 63.3

無回答 10 1.1

合計 946 100.0

内訳 人数 ％

非常に関心がある 245 25.9

少し関心がある 541 57.2

あまり関心がない 135 14.3

関心がない 25 2.6

合計 946 100.0

「第３次和歌山市環境基本計画」が令和８年度末で満了するため、次期計画に向けた基礎調査として、
市民の皆様方のお考えなどをお聞かせいただければと思います。

設問数が多くなりますが、和歌山市の今後の環境施策に関する重要な調査になりますので、ご協力をお願いいたします。

▼「第３次和歌山市環境基本計画」についてご覧になりたい方は、こちらをご覧ください。（確認をしなくても、回答はできます。）
https://www.city.wakayama.wakayama.jp/kurashi/gomi_kankyo/1001115/1005375/1056391/index.html

【Q２】あなたは、環境問題にどの程度関心がありますか。（ひとつだけ選択）
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①空気のさわやかさ（大気汚染・悪臭など）について（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

良くなった 29 3.1

やや良くなった 144 15.2

変わらない 566 59.8

やや悪くなった 92 9.7

悪くなった 41 4.3

わからない 74 7.8

合計 946 99.9

②上記（①）で「やや悪くなった」「悪くなった」を選んだ方は、その一番の原因は何ですか。（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

工場・焼却炉等のばい煙 11 8.3

自動車等の排ガス 48 36.1

工場・事業場等からの悪臭 10 7.5

越境汚染による影響 14 10.5

その他 50 37.6

合計 133 100.0

【Q３】あなたのお住いの地域の環境は、おおむね10年前と比べてどのように変わったとお感じですか。
　　　　※転居等されている場合は、転居された時点を基準にお答えください。
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＜②－１＞その他（対象５０人）
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市民のモラルの低下

自然か少なくなってきた。

周辺での工事が多く、しっかりカバーをしていなくて、ホコリ、騒音が何年も続く。

周辺の田んぼや畑が宅地化され、住宅やアパートが立て込んで空間がなくなった。

集合アパートの乱立

空き家が増えてさびれる一方

空き家の増加等による有害動植物等が散見されるとともに、空気中の埃等浮遊物が増加し環境の悪化が顕著である。

空き家問題は深刻です。いわゆる危険家屋が格段に増えてます。農地登録してるはずの耕作地も、管理がずさんでジャングルのようになっています。

空き地が増えた。

空気が澄んでない。

空気の汚染

公共交通機関が不便になった。

産廃業者による井戸水への汚染水混入の心配

田畑が住宅にどんどん変わり、雨量が多いと水のはけるところが非常に少なくなり、ある程度の雨で浸水の心配をするようになった。

非常に人が少なくなったとともに店も少なくなった。　②時々ものすごく大きな音をさせた単車バイクが走る。この様な単車に対して警察は取り締まれる法律を作るべ
きだと思う。
pmや黄砂は昔はなかった気がするから。

何かのアンテナが目の前に設置された。

ゴミが増えてきた(道に捨てられているゴミなど)。

ゴミの日を守らずぐちゃぐちゃ

ゴミ問題（カラスに荒らされる、ポイ捨てなど）

ゴミ投棄投棄

タバコのポイ捨てやファストフード店の袋など酷くなっている気がします。

飲食店が出来たが普通のゴミで出している。もっと厳しく取り締まって欲しい。。

雨の日になると下水臭がする。最近特に感じる。

遠くの山を見た時に霞んでる。和歌山に来てからアレルギーが季節の変わり目に良く出るようになった。

温暖化、自然災害

解体工事で最近は防塵幕をしない業者が増えた気がしている。粉塵が目に入ったことが何度かある。

旧道沿いに宅地開発が進み交通関係が非常に危険な状態にある。特に梅原交差点は劣悪な構造で改善すべきです。

近所に深夜まで営業している店が出来て、うるさく照明が明るすぎる。

具体的な原因は不明ですが、悪臭など感じることが増えたように思う。

空き家
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少しだけ残っていた田畑が無くなり自然を感じることが減った。

人が増えての騒音とか。

水路の水質（悪臭）

太陽光パネルの増加

第一種住居の住第一種住居地域にもかかわらず、資材置き場の騒音ゴミ粉塵がひどくなった。

地主が高齢のため近隣の人に土地を預けその人が野焼きをいつもしている。また、この時期に、もみをいぶし何日もにおいが遠くまでする。

田んぼがなくなって住宅街になった。

田んぼの埋めたてられて住宅が増えた。

田畑が多かったが家が建てられ自然が少なくなってきた。

田畑にコウノトリが来てたが近年会えがたち並びこなくなった。

道路へのごみのポイ捨て及びごみ捨てのルール無視によるごみの散乱

農業用水路をセメントになったのでカエルヘビなどいなくなった。

不便

不法廃棄物の放置、ごみのポイ捨て。

付近の道路拡張に伴い交通量が著しく増えた。結果、交通安全面の注意が日常的に多くなり、住環境の負担となった。

民間不動産会社による、宅地造成にも拘らず、下水道施設の普及が後手となり、生活排水による河川の汚染

裏山が勝手に切られたりした。

和歌山市の北部の方は未だ田畑、山林等が多く悪臭等は感じにくいと思いますが地球温暖化の為米果物野菜魚等が凄くわるくなった。元来和歌山は食べ物が山、
海、畑共美味しく沢山採れて豊富だったのが残念

和歌山城の整備がかなり適当で雑草まみれな状態が多い。観光の中心と言う割に行動が伴っていない。
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③海や川のきれいさ（水質汚濁など）について（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

良くなった 25 2.6

やや良くなった 156 16.5

変わらない 502 53.1

やや悪くなった 93 9.8

悪くなった 41 4.3

わからない 129 13.6

合計 946 99.9

④上記（③）で「やや悪くなった」「悪くなった」を選んだ方は、その一番の原因は何ですか。（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

工場・事業場等の排水 14 10.4

生活排水 50 37.3

環境基準・保全の徹底不十分 28 20.9

海や川の整備不十分 29 21.6

その他 13 9.7

合計 134 99.9

＜④－１＞その他（対象１３人）
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スーパーやコンビニで便利になり、住宅も増えたために発生するゴミ。

ドブ川が臭い。

プランクトンが無くなり、海藻が無い　砂漠です　魚も住めなくなりました　有るのは透明の綺麗な海　なんか変。

海水温が上がった気がする（海水浴場で）。

気候変動による側溝の微生物などの増加

2.6 

16.5 53.1 9.8 

4.3 

13.6 ％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良くなった

やや良くなった

変わらない

やや悪くなった

悪くなった

わからない

10.4 37.3 20.9 21.6 9.7 ％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

工場・事業場等の

排水

生活排水

環境基準・保全の

徹底不十分

海や川の整備不十

分

その他

6 / 35 ページ



○

○

○

○

○

○

○

○

地球温暖化

農家の減少等によるものか否か判断できないが、過去には大量の水を流していた農業用水路の水が流れなくなり悪臭等環境が悪化している。

不法投棄

有機物が少なくなり生き物が育たなくなった。

BBQの煙臭い。

こどもの頃は近所で極稀にホタルが見れるという話を聞いたことがあるような朧げな記憶があったが、今は全く聞かなくなったから。

宅地業者により、農業用水路に浄化槽の汚物もっと規制を厳しくしてほしい。

地下水汚染
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⑤まちの静かさ（騒音・振動など）について（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

良くなった 9 1.0

やや良くなった 78 8.2

変わらない 558 59.0

やや悪くなった 159 16.8

悪くなった 92 9.7

わからない 50 5.3

合計 946 100.0

⑥上記（⑤）で「やや悪くなった」「悪くなった」を選んだ方は、その一番の原因は何ですか。（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

自動車等の騒音 132 52.6

航空機の騒音 3 1.2

工場・事業場・建設作業による騒音 28 11.2

近隣の生活騒音 61 24.3

その他 27 10.8

合計 251 100.1

＜⑥－１＞その他（対象２７人）
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○

○

○

○

○

○

近くの道で夜暴走族みたいな単車が複数走っていて睡眠妨害されている。

近隣に開業した店舗の照明

バイク、原付

バイクの騒音

駅近に住んでいますが夜人声が多くなって賑やかな日が多くなった。

人の騒音

生活文化の違い、ゴミ出しなど。
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○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

夜間の車やこどもたちの外でのたむろ。

夜中にスケボーをする音が響いている。近所の夜カフェや居酒屋のお客さんの叫び声がとてもうるさい。

野犬や野良猫の鳴き声が睡眠を妨害している。

病院が近いので救急車のサイレンを度々聞く。

単車（バイク）の暴走による騒音が増加　バイクの改造による爆音の発生、および暴走グループの走行の制御や、防止活動が無いように感じる。

低年齢の子供達が深夜明方まで外にいる。

特に大型バイクの騒音

二輪車の騒音

暴走するバイクが増えた 治安が悪くなっている雰囲気がある。

暴走族

暴走族が走り回っている。

暴走族による夜遅くまでのエンジン音やブレーキ音

暴走族の騒音

近隣の家の方が高齢になり、空き家が増え、ベランダ等に鳩が巣を作り、早朝からうるさく困っています。空き家なので、どうしようもないです。

近隣の宅地場・住宅工事

時々ものすごく大きな音をさせた単車バイクが走る。この様な単車に対して警察は取り締まれる法律を作るべきだと思う。

色々な方々が引っ越しされてきて、自動車の運転の荒さに危険を感じます。

バイクに乗る人が急増していて、騒音や排気ガスなどが気になる。

人が集まるようになった結果、人の活動時間帯も広がり、色々と音が生まれる。

騒音バイク
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⑦安全で快適な都市環境（歩行者環境・公園の整備など）について（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

良くなった 43 4.5

やや良くなった 264 27.9

変わらない 435 46.0

やや悪くなった 94 9.9

悪くなった 60 6.3

わからない 50 5.3

合計 946 99.9

⑧上記（⑦）で「やや悪くなった」「悪くなった」を選んだ方は、その一番の原因は何ですか。（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

歩行者の立場からの道づくりの遅れ 55 35.7

違法駐車・放置自転車の取締不十分 15 9.7

公共施設のバリアフリー化不十分 3 1.9

緑地・公園の不足・整備不十分 54 35.1

その他 27 17.5

合計 154 99.9

＜⑧－１＞その他（対象２７人）

○

○

○

○

○

○

○

空き家増加

公園については先に書いたとおり。道路整備が後回しになっている。特に、横断歩道などの道路上の白線等が薄くなり見えなくなっている。屋形町通りの中央分離
帯に植えられてる街路樹にツタが絡まります生育を阻害している。生け垣の手入れはされているが、その時何故ツタの伐採をやらないのか理解に苦しむ。然程の手
間で無いので早急にツタを取り除いて欲しい(旧紀陽銀行屋形支店前)。

ごみが散乱している場所が増えた。

ゴミが増えた。

コンビニ前のタムロ

異常気象で雑草の成長が早く整備にお金がかかりすぎます、土を無くしてコンクリート舗装しましょう。いつでも戻せます。

街路、公園の清不十分、、住民の自主管理の意識不足、行政の怠慢

4.5 

27.9 46.0 9.9 6.3 5.3 ％
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

歩道に赤いポールを立てているけれど、道ぎわの駐車場に車を出し入れするときにポールが見えなくて当たりそうで怖い。

歩道の整備、公園の管理がされていない。　（歩道のひびわれ、穴、公園の草木の剪定等が無い）

例えば車道なら布引の交差点　工事がいつまでたっても終わらないまま放置　歩道なら　亀の川の土。手沿い　ずーーっと通行止めで利用できない　放置が多い。

和歌山城ホールから中橋にかけての歩道が広すぎて車道が狭すぎる、自転車が通る幅もない、やり直してほしい。

自転車の走行　道路が悪くなった。歩道は段差があり、車道は走行は大型車が高速で追い抜きざまでこけそうになる。自転車道を大切にしてほしい。

自転車環境なのですが、車道に自転車専用のレーンが出来ている所がありますが、危ないと思う所がわりとあります。

自転車利用者として、歩道も自転車用路側帯もない危ない道が多いと感じる。

車道にある自転車用の道路が危ない。車道と別で自転車専用道路があるといいが。歩道に自転車用もある。完全に分けるのであれば安全だが。

収集日に出したゴミが動物に荒らされ、散乱している。

草木が伸びて鬱蒼としています。

電動スクーター・自転車の普及に伴い、歩行及び車両通行の妨げになる場合によく遭遇する。

道路がカーブや傾斜が多いが、スピードを出して走行する車や自転車を目にする。高齢化の著しい地域で、徒歩の高齢者が多く事故に繋がらないか心配。

歩道にゴキブリ、縁石付近にダンゴムシが大量にいる。土の中がどんどん汚れているんだろうと思う。

公園のトイレ。昔から何変わってないところばかりなので、昔より劣化して汚れている。

公園設備の劣化、アップデートの無さ。環境変化への対応がされていないこども達の為の設備が無い。夏場の暑熱を考えて屋根を増設しまくるべきだし、時計すら
も無く、蜂や毒虫への対策もされていないので公園は不便で面白くなく危険。

公園利用者のマナーが悪い。

こども遊具の減少

市駅和佐線が開通した影響で周辺の交通量が上がり、もともと交通が少なかった道に速度の速い車が通るようになった。小学生の通学路にもなっていて非常に危
ない。歩道の整備が追いついてない、というか歩道の整備計画もあるかも不明

市道西脇山口線（西庄付近）の歩道に砂が堆積しており雑草が増えてきた。

自家用車の増大及び運転マナー等の悪さ。
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⑨動植物の生息環境（生物多様性の保全など）について（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

良くなった 5 0.5

やや良くなった 74 7.8

変わらない 506 53.5

やや悪くなった 135 14.3

悪くなった 67 7.1

わからない 159 16.8

合計 946 100.0

⓾上記（⑨）で「やや悪くなった」「悪くなった」を選んだ方は、その一番の原因は何ですか。（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

身近な自然の減少 81 40.1

外来種の増加 39 19.3

地球温暖化による環境の変化 47 23.3

その他 35 17.3

合計 202 100.0

＜⓾－１＞その他（対象３５人）

○

○

○

○

○

○

○

○

イノシシやアライグマなどが増えた。

イノシシを見かけるようになった。

イルミネーションで街路樹の葉っぱが切られてしまっているのは少し気になってしまいます。

テレビなどでも放送されたが、野犬問題の抜本解決がされていない。まさにのど元過ぎればの状態。

イノシシがよく出る。

イノシシが名草山からよく降りてくる。

イノシシとかの出没

イノシシとか発生

0.5 

7.8 53.5 14.3 7.1 16.8 ％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良くなった

やや良くなった

変わらない

やや悪くなった

悪くなった

わからない

40.1 19.3 23.3 17.3 ％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身近な自然の減少

外来種の増加

地球温暖化による

環境の変化

その他
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

野良犬はいないけど、いのししとかたぬき、イタチ、アライグマなどが増えた。

野良猫が増えた。

野良猫が多い。

落ち葉の被害から街路樹が大幅に伐採された。例）和歌山市の三年坂の街路樹など。

地域猫は、問題があるおもう、糞害

虫の声があまり聞かれなくなった。

動物が畑にやってくるようになった。

猫にエサをやるだけやって、家では飼っていないので、夜鳴きと庭に糞をされる。花が育たなくなる。

木を伐採し住宅地が増えた。

野犬が増えた。

野生動物が民家に何度か侵入してきました。普段は山に居そうな動物です。

野生動物の棲家やえさのなさから、人間との棲み分けが難しくなっている。

近辺の川の整備計画が始まっているので、完成すれば暗渠になり鳥や魚としては環境は悪くなるだろうと思う。

犬の散歩で糞いっぱい。

耕作放棄地の増加と除草剤や農薬による影響か動植物の種類の減少

雑賀崎や関戸の野良犬が増えた。

山林のソーラーパネルの増加による自然の減少

飼い猫なのか？不明の猫が家の周囲に出没するから。

身近な道路や住宅地での自然の整備がなされていない。

人が少なくなって雑草や不法投棄などで景観悪く痩せた野良猫がいてよいとは思えない

雀がいなくなった。

ペット動物の放置　（ペットのねこの放置、えさやりの結果、増加するなど）草木の管理がされていないので、歩道部分まで生えてきている。　街路樹の管理不足のた
め交通事故の原因となる。　交差点や、進路変更時の対抗路線の視的確認ができない。

沿岸の魚を見なくなった、スズメダイなど。

家の裏が畑になっているが今は使われていない。その畑に時々害獣のような足跡が付いている。あらいぐまのような足跡で塀を乗り越えてゴミ箱を開けようとしたの
かはみ出ていた袋がボロボロになったことが何回かある。

海産生物の生活史の変化（増える時期の乱れ）

開発工事

害獣の目撃件数が増加している気がする。
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⑪水や緑を活かした憩いの場（親水空間・緑化の推進など）について（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

良くなった 27 2.9

やや良くなった 159 16.8

変わらない 542 57.3

やや悪くなった 50 5.3

悪くなった 35 3.7

わからない 133 14.1

合計 946 100.1

⑫上記（⑪）で「やや悪くなった」「悪くなった」を選んだ方は、その一番の原因は何ですか。（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

身近な親水空間の不足 40 47.1

緑化の推進不足 37 43.5

その他 8 9.4

合計 85 100.0

＜⑫－１＞その他（対象８人）

○

○

○

○

○

○

○

○

緑が減った。

緑化とは名ばかり。ただの雑木林や雑草地になっている。整備の頻度が低すぎる。

親水公園がありますが半ば放置されてるような印象を受けます。

公共トイレの設備の老化、整備不良で、水道が利用できない、不潔、ごみの不法投棄、未回収など。

雑草ばかりと太陽光線の強さで公園に居られない　屋根と舗装で暑さ対策をして欲しい　山奥の集落は大きな全天候型　大屋根が有り　過疎なりに活用できる　例
えば高速道路の下はパラダイスです　楠見

樹々の成長が悪い。

川に親水場所を作っているが、管理をされていない。コンクリートを敷き詰めたので水草が生えない。

土や砂の部分がどんどん減って、アスファルトやレンガなどの歩道ばかりになってどんどん不自然になっているのだと思う。

2.9 

16.8 57.3 

5.3 3.7 

14.1 ％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良くなった

やや良くなった

変わらない

やや悪くなった

悪くなった

わからない

47.1 43.5 

9.4 

％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身近な親水空間の

不足

緑化の推進不足

その他
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⑬清潔なまちなみ（市街地清掃・違法広告物撤去など）について（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

良くなった 26 2.7

やや良くなった 233 24.6

変わらない 488 51.6

やや悪くなった 73 7.7

悪くなった 41 4.3

わからない 85 9.0

合計 946 99.9

⑭上記（⑬）で「やや悪くなった」「悪くなった」を選んだ方は、その一番の原因は何ですか。（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

広告物の規制不十分 7 6.1

公共空間や公共施設の清掃不足 23 20.2

不法投棄の取り締まり不十分 18 15.8

市街地や道路へのごみのポイ捨て 57 50.0

その他 9 7.9

合計 114 100.0

＜⑭－１＞その他（対象９人）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

雑草がすごくて歩道が歩けなくなっている。

清掃をボランティアに頼りすぎる。

廃旅館（2軒並んでいる）が大変見苦しく危険な状態で有る。又、景観を大きく損なっている。

そもそも宅地と道路と農耕地以外、公園などがない地域である。

ハイツなどは、戸数に対して余りにもゴミ捨て場が小さいところもあり、道路にゴミが溢れています。

マナーの悪さが目立つ。

街路樹の選定や道路の清掃や除草のペースが落ち、伸び放題になっているところが目立ってきた。

犬の糞やポイ捨てが増えた。

老朽化

2.7 

24.6 51.6 7.7 

4.3 

9.0 ％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良くなった

やや良くなった

変わらない

やや悪くなった

悪くなった

わからない

6.1 

20.2 15.8 50.0 7.9 ％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

広告物の規制不十分

公共空間や公共施設

の清掃不足

不法投棄の取り締ま

り不十分

市街地や道路へのご

みのポイ捨て

その他
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⑮自然や歴史と調和する景観（史跡・文化財の保全など）について（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

良くなった 33 3.5

やや良くなった 174 18.4

変わらない 559 59.1

やや悪くなった 19 2.0

悪くなった 18 1.9

わからない 143 15.1

合計 946 100.0

⑯上記（⑮）で「やや悪くなった」「悪くなった」を選んだ方は、その一番の原因は何ですか。（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

歴史・文化遺産の発掘・整備不十分 14 37.8

文化財の保全事業の不十分 16 43.2

その他 7 18.9

合計 37 99.9

＜⑯－１＞その他（対象７人）

○

○

○

○

○

○

○

和歌山城前の高層ビル建設

文化財は周囲の自然も含めて成り立つ物だと思う。整備するのは勝手だが、ただの安全対策にしか思えない。

古い建物の取り壊しが進まないため、景観が悪い。

観光客マナーが悪くなったと感じる。観光客のいない史跡・文化財の観覧はないので、人も環境要因の一つだと思う。

暑すぎて　雑草　害虫多発　

老朽化や整備不足

太陽光パネルが景観を悪くしている。

3.5 

18.4 59.1 

2.0 1.9 

15.1 ％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良くなった

やや良くなった

変わらない

やや悪くなった

悪くなった

わからない

37.8 43.2 18.9 ％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歴史・文化遺産の発

掘・整備不十分

文化財の保全事業の

不十分

その他

16 / 35 ページ



内訳

すでに取
り組んで

いる

これから
取り組み

たい
取り組み
たくない 合計

1 電気・ガスなどのエネルギーを節約する
こと

人数 640 250 56 946
％ 67.7 26.4 5.9 100

2 風呂の残り湯や雨水を再利用すること 人数 358 326 262 946
％ 37.8 34.5 27.7 100

3
台所から、調理くずや廃食用油を流さな
いこと

人数 752 152 42 946
％ 79.5 16.1 4.4 100

4 物を大切にし、ごみの発生を減らすこと 人数 692 226 28 946

％ 73.2 23.9 3 100.1

5
ごみの分別やリサイクルなどに努めるこ
と

人数 830 91 25 946

％ 87.7 9.6 2.6 99.9

6
買い物時にマイバッグを使ってレジ袋を
削減すること

人数 847 44 55 946
％ 89.5 4.7 5.8 100

7
環境にやさしい商品（エコマーク商品等）
の購入に努めること

人数 262 549 135 946

％ 27.7 58 14.3 100

8 植物を身近なところに植えること 人数 491 280 175 946

％ 51.9 29.6 18.5 100

9
公共交通機関や自転車を利用し、自家
用車はなるべく使わないこと

人数 283 298 365 946

％ 29.9 31.5 38.6 100

10
ハイブリッド車、電気自動車など、低公
害車に買い替えること

人数 261 386 299 946

％ 27.6 40.8 31.6 100

11
太陽光発電システムなど、環境にやさし
いエネルギー設備を導入すること

人数 215 351 380 946
％ 22.7 37.1 40.2 100

【Q４】あなたは、環境に負担をかけないために次のような取り組みを行っていますか。それぞれあてはまるものを選んでください。
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67.7

37.8

79.5

73.2

87.7

89.5

27.7

51.9

29.9

27.6

22.7

26.4 

34.5 

16.1 

23.9 

9.6 

4.7 

58.0 

29.6 

31.5 

40.8 

37.1 

5.9 

27.7 

4.4 

3.0 

2.6 

5.8 

14.3 

18.5 

38.6 

31.6 

40.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

電気・ガスなどのエネルギーを節約す

ること

風呂の残り湯や雨水を再利用すること

台所から、調理くずや廃食用油を流さ

ないこと

物を大切にし、ごみの発生を減らすこ

と

ごみの分別やリサイクルなどに努める

こと

買い物時にマイバッグを使ってレジ袋

を削減すること

環境にやさしい商品（エコマーク商品

等）の購入に努めること

植物を身近なところに植えること

公共交通機関や自転車を利用し、自家

用車はなるべく使わないこと

ハイブリッド車、電気自動車など、低

公害車に買い替えること

太陽光発電システムなど、環境にやさ

しいエネルギー設備を導入すること

すでに取り組んでいる これから取り組みたい 取り組みたくない
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【Q５】あなたのご家庭で所持している自動車は何ですか。（あてはまるもの全て選択）

※プラグインハイブリッド自動車：ハイブリッド自動車の一種で、外部電源から充電できる蓄電池を搭載した自動車

※クリーンディーゼル車：排出ガスを大幅に低減した、環境性能の高いディーゼル車

内訳 人数 ％

ガソリン車、ディーゼル車など 616 65.1

ハイブリッド自動車 288 30.4

自動車を所持していない 67 7.1

クリーンディーゼル車 20 2.1

電気自動車 12 1.3

プラグインハイブリッド自動車 8 0.8

天然ガス自動車 4 0.4

燃料電池自動車（水素自動車） 1 0.1

65.1 

30.4 

7.1 

2.1 

1.3 

0.8 

0.4 

0.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

ガソリン車、ディーゼル車など

ハイブリッド自動車

自動車を所持していない

クリーンディーゼル車

電気自動車

プラグインハイブリッド自動車

天然ガス自動車

燃料電池自動車（水素自動車）
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【Q６】あなたのご家庭で、今後買い替えの際に購入したいと考えている車種はありますか？（あてはまるもの全て選択）

内訳 人数 ％

ハイブリッド自動車 367 38.8

今後、買い替えを考えていない 325 34.4

ガソリン車、ディーゼル車など 184 19.5

電気自動車 160 16.9

プラグインハイブリッド自動車 58 6.1

クリーンディーゼル車 39 4.1

燃料電池自動車 22 2.3

天然ガス自動車 7 0.7

38.8 

34.4 

19.5 

16.9 

6.1 

4.1 

2.3 

0.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

ハイブリッド自動車

今後、買い替えを考えていな

い

ガソリン車、ディーゼル車な

ど

電気自動車

プラグインハイブリッド自動

車

クリーンディーゼル車

燃料電池自動車

天然ガス自動車
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内訳 設置済み
今後設置

したい

名前を
知ってい
る程度

全く知らな
い

知っている
が導入しな
い

合計

1 太陽光発電システム 人数 195 106 136 15 494 946

％ 20.6 11.2 14.4 1.6 52.2 100

2 太陽熱温水器 人数 24 55 199 232 436 946
％ 2.5 5.8 21 24.5 46.1 99.9

3
家庭用燃料電池コージェネレーションシ

ステム（エネファーム）
人数 51 78 328 147 342 946

％ 5.4 8.2 34.7 15.5 36.2 100

4
家庭用コージェネレーションシステム（エ

コウィル）
人数 7 45 251 363 280 946

％ 0.7 4.8 26.5 38.4 29.6 100

5
CO2冷媒ヒートポンプ給湯器（エコキュー

ト）
人数 309 72 238 116 211 946

％ 32.7 7.6 25.2 12.3 22.3 100.1

6 潜熱回収型ガス給湯器（エコジョーズ） 人数 46 41 256 319 284 946

％ 4.9 4.3 27.1 33.7 30 100

7 潜熱回収型石油給湯器（エコフィール） 人数 3 22 146 526 249 946
％ 0.3 2.3 15.4 55.6 26.3 99.9

8 蓄電池 人数 57 217 319 73 280 946

％ 6 22.9 33.7 7.7 29.6 99.9

9 ＨＥＭＳ 人数 21 26 126 646 127 946

％ 2.2 2.7 13.3 68.3 13.4 99.9

【Q７】あなたのご家庭では、次のようなエネルギー設備等を設置していますか。それぞれあてはまるものを選んでください。
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太陽光発電システム

太陽熱温水器

家庭用燃料電池コージェネレーショ

ンシステム（エネファーム）

家庭用コージェネレーションシステ

ム（エコウィル）

CO2冷媒ヒートポンプ給湯器（エコ

キュート）

潜熱回収型ガス給湯器（エコジョー

ズ）

潜熱回収型石油給湯器（エコフィー

ル）

蓄電池

ＨＥＭＳ

設置済み 今後設置したい 名前を知っている程度 全く知らない 知っているが導入しない
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【Q８】あなたが特に「省エネ」に関して取り組んでいることは何ですか。（あてはまるもの全て選択）

内訳 人数 ％

人のいない部屋の照明は、こまめな消灯
を心がける 788 83.3

蛍光灯や電球をＬＥＤに替える 704 74.4

エアコンをなるべく使わない・温度設定を
ゆるくする 572 60.5

冷蔵庫の温度設定を緩めたり、ドアを開
ける時間を短くしたりする 491 51.9

電気製品を購入する時は、省エネ性能
を重視して選ぶ 403 42.6

エコドライブを心がける 364 38.5

待機電力カットのために、まめにプラグ
を抜く・またはスイッチ付きコンセントを使

う 354 37.4

家族全員で出かけたり、ひとつの部屋に
集まって、クールシェア、ウォームシェア

を心がける 324 34.2

その他 13 1.4

83.3 

74.4 

60.5 

51.9 

42.6 

38.5 

37.4 

34.2 

1.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

人のいない部屋の照明は、こまめ

な消灯を心がける

蛍光灯や電球をＬＥＤに替える

エアコンをなるべく使わない・温

度設定をゆるくする

冷蔵庫の温度設定を緩めたり、ド

アを開ける時間を短くしたりする

電気製品を購入する時は、省エネ

性能を重視して選ぶ

エコドライブを心がける

待機電力カットのために、まめに

プラグを抜く・またはスイッチ付

きコンセントを使う

家族全員で出かけたり、ひとつの

部屋に集まって、クールシェア、

ウォームシェアを心がける

その他
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【Ｑ８－１】その他（対象１３人）
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

【Q９】あなたは、環境保全に関する行動を起こすのに最も必要なものは何だとお考えですか。（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

環境問題の現状や対策についての情報 260 27.5
環境問題と生活のかかわりや身近な工

夫についての情報 444 46.9
情報の入手や取り組みについて相談が

できる窓口等 70 7.4
一緒に協力して活動してくれる仲間や団

体 76 8.0

学習や活動に参加するための時間 70 7.4

その他 26 2.7

合計 946 99.9

経済的に意識することはあるが、環境のためという気はない。太陽光パネルを筆頭に、環境、エコビジネスには反対。

使えるものを急いで買い替えない。

取り組んでいない。

人感センサーにしたり、スマート家電にして外出先から電気を切ったりエアコンをつけたりするようにしてます。冬は石油ストーブと併用したり、着る毛布など使ったり
します。

清掃活動

なにもしていない。

お風呂以外で（歯磨き洗顔や食器洗い等）お湯を全く使わない。早く寝る。

朝早く起きて夜早く寝る。

電池式ライトを使ったり、USB充電をしてから使ったりしている。

特になし。

特になし。省エネしたら自分の体調が悪くなる。

燃費のいい　軽自動車を使用している。実燃費は　ハイブリッド車より　いいとのこと。

物価高で生活が苦しくて、必要最小限しか利用しない　動かない事

27.5 46.9 7.4 8.0 7.4 

2.7 

％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境問題の現状や対策

についての情報

環境問題と生活のかか

わりや身近な工夫につ

いての情報

情報の入手や取り組み

について相談ができる

窓口等

一緒に協力して活動し

てくれる仲間や団体

学習や活動に参加する

ための時間

その他
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【Ｑ９－１】その他（対象２６人）
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

それが明らかにお得になったりする、経済的合理性

温暖化の酷さは目に余る。車の使用制限等、多少なりとも強制的な措置が必要。

何も考えていない。

何らかの報酬や旨み。

環境保全をしないといけないという明確なデータ

環境保全活動や対策に補助金を出す。優遇策を出す。

環境保全諦めている。

環境問題と称した新たな利権ではなく、真に必要な対応を正しく公開すること。また、日本人は環境保全に対する考え・感覚は世界をリードしており、地球規模での
環境保全を宣うのであれば他国が積極的に環境保全に取り組むべき。
環境問題の現状や対策についての科学的な正しい情報

環境問題は?だらけ、まず、温暖化詐欺は世界の常識、日本の非常識。

環境問題改善＝家計負担が減ること。

強制するものではないので人それぞれの考え方に任せる。

啓蒙活動しても不法投棄などは減らないと思うので、無駄な事に税金を使わず、不法投棄をした業者への罰則の強化が必要と思う。

資産

自分が得になるかどうかが大切だと思います。

小さい頃からの家庭教育と同時に学校での教育活動。みんなで実際に体験するなど。

省エネの本質の理解が大切。太陽光発電パネルや電気自動車を作作ってから廃棄するまで（ライフサイクル）の総エネルギーが従来の発電やガソリン車のそれと
比較もしないで単に稼働しているときのエネルギーの身を喧伝するのは不自然です。

上記の全てが必要だと考えます。

情報でなく行動

心の健康

新たに設置する費用の補助制度

特になし

補助金の充実

補助金制度の拡充

法律と取締り、罰則

例えば　電気節約すれば　電気代が安くなる　みたいな明らかにわかるメリット
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内訳

すでに取
り組んで

いる

これから
取り組み

たい
取り組み
たくない 合計

1 人数 543 340 63 946
％ 57.4 35.9 6.7 100

2 人数 336 413 197 946

％ 35.5 43.7 20.8 100
3 人数 90 584 272 946

％ 9.5 61.7 28.8 100

4 人数 69 525 352 946
％ 7.3 55.5 37.2 100

5 人数 55 411 480 946

％ 5.8 43.4 50.7 99.9

6 人数 66 532 348 946
％ 7 56.2 36.8 100

7 人数 56 458 432 946

％ 5.9 48.4 45.7 100

【Q１０】あなたは、環境保全のために次のような活動に参加していますか。それぞれあてはまるものを選んでください。

身の回りの緑化、ごみの減量や省エネ
ルギーなど、自分ひとりでできること

清掃活動や集団回収など、町内での活
動

自然観察会や環境教室など、環境につ
いて学ぶことができるもの

講習会やシンポジウムなど、環境のしく
みについて学ぶことができるもの

環境をよくするための団体での活動

環境をよくするための団体への協力や
支援

自分が持つ環境に関する技術や専門知
識の提供
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57.4 

35.5 

9.5 

7.3 

5.8 

7.0 

5.9 

35.9

43.7

61.7

55.5

43.4

56.2

48.4

6.7

20.8

28.8

37.2

50.7

36.8

45.7
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身の回りの緑化、ごみの減量や省エネ

ルギーなど、自分ひとりでできること

清掃活動や集団回収など、町内での活

動

自然観察会や環境教室など、環境につ

いて学ぶことができるもの

講習会やシンポジウムなど、環境のし

くみについて学ぶことができるもの

環境をよくするための団体での活動

環境をよくするための団体への協力や

支援

自分が持つ環境に関する技術や専門知

識の提供

すでに取り組んでいる これから取り組みたい 取り組みたくない
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【Q１１】あなたは、環境問題に関する情報が十分に提供されていると思いますか。（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

十分提供されている 17 1.8

ある程度提供されている 315 33.3

あまり提供されていない 369 39.0

不十分である 145 15.3

わからない 100 10.6

合計 946 100

【Q１２】環境問題に関して不足している情報はどのようなものですか。（あてはまるもの全て選択）

内訳 人数 ％

環境保全のための、暮らしの中で実行で
きる工夫や取り組みの情報 474 50.1

環境問題が生活に及ぼす影響について
の情報 424 44.8

環境問題全般の現状についての情報 401 42.4

環境保全のために講じられている対策
についての情報 335 35.4

わからない 120 12.7

特に不足はない 61 6.4

その他 21 2.2

1.8 

33.3 39.0 15.3 10.6 ％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分提供されてい

る

ある程度提供され

ている

あまり提供されて

いない

不十分である

わからない

50.1 

44.8 

42.4 

35.4 

12.7 

6.4 

2.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

環境保全のための、暮らしの中で

実行できる工夫や取り組みの情報

環境問題が生活に及ぼす影響につ

いての情報

環境問題全般の現状についての情

報

環境保全のために講じられている

対策についての情報

わからない

特に不足はない

その他
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【Ｑ１２－１】その他（対象２１人）
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

どう自分にメリットがあるか。

学校での学習

環境保全のための、暮らしの中で実行できる工夫や取り組みの科学的で正しい情報

環境問題についての正しい情報。(環境利権に左右されてはならない)

環境問題に取り組むメリット

計画や調査に多くの予算が使われている印象があります。市民の生活実感として成果が見えない、税金の使い方が無駄に感じられる。もっと具体的な成果や効果
を公開すべき。
自然エネルギーの活用が地球環境に良いという一般的な認識が誤ったものであるという情報や、メガソーラーパネル等の危険性など、正しい情報が全くない。

情報の正当性。

正しいエビデンスに基づく情報。なんか良さそうという文脈で、意味のない環境活動が多く感じる。必要であれば環境問題に関係なく取り組む（節電など）。

正しい情報

正しい情報がわからない。

生産と消費のように自分たちの生活が環境に影響を与え、その環境に影響を受けて生活していることを、爺婆から教わったように、若い世代に繋げる必要がある。

製品のライフサイクルについて物質収支や熱収支から論ずる情報がないことが問題と思われます。

全体としての環境問題やごみの問題等は理解して家族で取り組んでいるが、和歌山市としては何が課題でどんな施策をしているのかまでは知らない。

対策の実際の効果の公表（環境問題は特定の主義主張と結びついて情報に偏りがある場合がある。ある対策（例えばレジ袋）の実際の効果が公表されないままに
推進されると、その取り組み自体の信憑性が疑われる。）

脱炭素は言われすぎていて、具体的アクションがわかりにくく、正直もういいやとなっているのでは？

電気自動車の生産時、廃棄時、リサイクル時の環境問題。化石燃料の使用頻度を減らした弊害による環境や生活問題

年寄りへの教育

頻度

例え情報があったとしても世の中には取り組める人と取り込めない人がいると思う。それぞれの生活レベルがあるから。

和歌山市でどのような開発が計画されていて、それが環境にどのような影響を与えるのかを、まだ計画を白紙に戻せる段階で知りたい。

29 / 35 ページ



【Q１３】あなたは、環境問題に関する情報や知識を、どのような方法で入手していますか。（あてはまるもの全て選択）

内訳 人数 ％

インターネットのホームページ、ＳＮＳな
ど 581 61.4

テレビ・ラジオ 566 59.8

和歌山市発行の冊子や広報紙 364 38.5

新聞 251 26.5

友人・家族 118 12.5

書籍・雑誌 92 9.7

入手していない 67 7.1

自治会・サークル 60 6.3

講演会・シンポジウム 53 5.6

その他 12 1.3

【Ｑ１３－１】その他（対象１２人）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

新聞やテレビは、あまりにも偏りすぎ。

大学の講義

万博パビリオン

インターネット（SNSは除く）

コミュニティセンターや図書館のポスターやリーフレット

スーパーのチラシ

フリーペーパー

会社での研修など。

会社の社内情報

勤め先でのエコアクション取組

仕事、散歩など日々の生活の中で

仕事先で耳にする事がある

61.4 

59.8 

38.5 

26.5 

12.5 

9.7 

7.1 

6.3 

5.6 

1.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

インターネットのホームページ、

ＳＮＳなど

テレビ・ラジオ

和歌山市発行の冊子や広報紙

新聞

友人・家族

書籍・雑誌

入手していない

自治会・サークル

講演会・シンポジウム

その他
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【Q１４】あなたは、環境を守り、育てていくためには、誰が中心となってするべきだとお考えですか。（ひとつだけ選択）

内訳 人数 ％

行政（国・県・市） 306 32.3

事業者（企業・商店等） 20 2.1

市民 102 10.8

行政と事業者 68 7.2

行政と市民 122 12.9

行政と事業者と市民 321 33.9

その他 7 0.7

合計 946 99.9

【Ｑ１４－１】その他（対象７人）

○

○

○

○

○

○

○

各個人。それによって、企業等も必然と環境等を守っていくと思われる。

学校と企業

環境を守っていない国や地域をなんとかすべき。

市民1人1人の考え方次第

質問が漠然としすぎていると考えます。

小学生や中学生。そうすると大人になっても続けてくれる可能性があるから。

地球単位

32.3 

2.1 

10.8 7.2 12.9 33.9 

0.7 

％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行政（国・県・

市）

事業者（企業・商

店等）

市民

行政と事業者

行政と市民

行政と事業者と市

民

その他
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【Q１５】あなたが環境に関して行政に望むことはどのようなことですか。（あてはまるもの全て選択）

内訳 人数 ％

市が率先する環境保全活動 567 59.9

市民への環境情報の提供 460 48.6

市民の協力が生まれる機会づくり 339 35.8

条例等による規制強化 325 34.4

市民が環境について学習する場の提供 223 23.6

環境保全が目的の市民団体へのサポー
ト 201 21.2

その他 19 2.0

59.9 

48.6 

35.8 

34.4 

23.6 

21.2 

2.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

市が率先する環境保全活動

市民への環境情報の提供

市民の協力が生まれる機会づくり

条例等による規制強化

市民が環境について学習する場の

提供

環境保全が目的の市民団体へのサ

ポート

その他
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【Ｑ１５－１】その他（対象１９人）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

エビデンスに基づく活動 及び 正しい広報活動

すでにほとんどの環境問題は解決しており、下水道の整備以外すべきことはない。

とにかく妙なイデオロギーに染まらない政策。押し売りはいらない。

ネットを利用しての資金づくり。

プラ容器自体の使用の削減（紙用機等への変更）やエコカーの導入などは事業者側が取り組まないとどうしようもないと思いますので、その部分は行政から働きか
けたいただくようにお願いしたいです。

協力企業への資金支援

共同住宅に住んでいるので、自分で環境負荷の低いシステムに変更することは難しい。市役所や公民館など自治体管轄の施設をエコフレンドリーなシステムに変え
ることに予算を組んでほしい。

事業者向けではなく、市民が実生活で取り組める支援や情報発信を重視してほしい。

小さな政府希望

小学生からの教育に考え方を切り替えるべき？我々世代、大人が理解するのは無理。そこは条例等、法で厳しく対応。

情報を出すなら正しい情報が必要

太陽光が増大している昨今、市民運動で遮光考えよう。

特になし

特定の団体へのサポートが「資金援助」になるのであれば不要。もしくは、第三者による厳正な監査が必要。

不法投棄、ポイ捨て、犬の糞の罰則化！

補助金

明らかに、それがお得になる、税制などの工夫が必要だと思います。

野生動物への影響を少なくする方法

緑の多いまちづくり、便利な公共交通機関の提供、暑い時期や寒い時期にみんなが集まれる屋内での活動の場の提供
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【Q１６】あなたは、和歌山市が環境づくりのために重点的に取り組むべきことは何だと思いますか。（あてはまるもの全て選択）

内訳 人数 ％

水環境・土壌環境の保全 513 54.2

騒音・振動・悪臭の防止 398 42.1

良好な水辺の整備と形成 397 42.0

豊かな緑の創造と育成 391 41.3

化学物質による汚染の防止 368 38.9

魅力ある景観の保全と創造 331 35.0

大気環境の保全 326 34.5

地球温暖化対策の推進 324 34.2

省エネルギーの推進 308 32.6

自然とのふれあいの推進 294 31.1

歴史文化遺産の保全と活用 267 28.2

生物多様性の保全 213 22.5

環境教育・環境学習の推進 206 21.8

循環型社会の構築 197 20.8

環境に配慮した活動の促進 168 17.8

協働の促進 92 9.7

その他 15 1.6
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【Ｑ１６－１】その他（対象１５人）
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

お忙しい中、アンケート調査にご協力いただきありがとうございました。
皆さまからいただきました貴重なご意見を参考にさせていただき、本市の環境に関する施策を推進してまいります。
今回いただきました回答結果につきましては、第４次和歌山市環境基本計画を策定する上での指標として活用させていただき、めざすべき環境像の実現に向けた
施策の検討につなげていきたいと考えています。
今後ともご理解とご協力いただきますようお願いいたします。

言葉だけが先行しないようにしてほしい。

山に設置されている太陽光発電のパネルの撤去

市単位では限界があるのに、形だけの環境事業やイベントに税金が使われている印象。効果の見えない取り組みは見直すべき。

太陽光パネルをやめて、森林に力を注ぐべき。

地球温暖化の原因がCO2などと決めつけるようなおかしな理論にをまき散らさないでいただきたい。

不法投棄の取り締まりと、不法投棄の撤去

分からない。

和歌山らしさをアピールして環境づくりの資金を得ること。

ゴミ捨てマナー教育

どうせ人口減なので、ほっといても自然に戻っていくと思う。

一般家庭から排出される汚水の水質改善（浄化槽のない住宅からの排水）

下水道の整備。普及率100%にすべき。

経済の発展とにぎわい作り。人が減り街が廃れることが一番環境悪化である。
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